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本書は、2014年 3月に岡山大学へ提出した学位論文「病院給食における地場
産農産物導入の今日的意義と展開方策に関する研究」（学位授与番号：博甲第
4992号）に、若干の加筆・修正を加えたものである。
大学、大学院修士課程で栄養学を専攻した筆者が、地産地消という課題を自ら
に課すこととなったきっかけは、博士論文を書くにあたりご指導いただいた小松
泰信先生の研究室の門戸を叩いたことにある。しかし、当初は地産地消に関して
栄養学的な側面、地域農業への貢献といった側面から、肯定的な視点は乏しかっ
た。
その後、農業協同組合について学ぶ中で、ある厚生連病院では、地元 JAと協
同し、地場産農産物を給食に活用しており、その活動に少なからず興味を覚え
た。病院給食においては、活動事例はあるにもかかわらず、そのフードシステム
は不明であり、学校給食における地産地消と比較しても、調査が行われていない
実態を目の当たりにしたことから、本研究はスタートした。
調査を進めるにつれ、地域農業への貢献はもとより、患者を思い、地域の食材
を生かした給食を提供することで、美味しく、かつ喜ばれる食事を提供したいと
する管理栄養士・栄養士の方々や、地域の食材を病院給食に使用することで地域
農業を知ってもらいたいとするJA職員の方々などの姿に触れ、本活動が、給食
の質的向上の視点からも、地域農業振興の視点からも意義深いことを実感した。
なお、これらの調査から得られた主な研究成果は下記の通りであり、本書の基
礎となっている。

第 2章　厚生連病院と地産地消
大宮めぐみ「厚生連病院における地場産農産物活用の現状と課題」『農林業問
題研究』、第 49巻、第 1号、pp.154～ 159、2013

大宮めぐみ「厚生連病院にみる地場産農産物活用の動向と課題─全国的アン
ケート調査に基づいて─」『農林業問題研究』、第 50巻、第 2号、pp.131～
136、2014
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本論で述べているように、病院給食における地産地消は、一部の病院にとど
まっている。しかしながら、農業があるからこそ、地域の食文化、食事があるこ
とを常に意識し、活動を継続していくことで、日本の農業を消費の面から支えて
いくことは意義深い。
「食と農」は、ともに語られるが、管理栄養士である筆者にとって、食がより
豊かで、持続していくためには、農を守る視点が必要であることを教えてくだ
さったのは、小松泰信先生（岡山大学大学院環境生命科学研究科教授）、横溝功
先生（岡山大学大学院環境生命科学研究科教授）であった。
小松泰信先生には、厚生連研究という農業・食・医療が繋がるフィールドを管
理栄養士である筆者に示し、数多くの研究機会を与えていただいた。また、事例
分析を中心とした分析手法をご教授いただくとともに、統計的な分析手法を取り
入れることでより深くリアリティーのある研究成果の追究方法についてご指導い
ただいた。なにより、地域農業に真摯に向き合い、食と農のつながりの必要性を
筆者に説いてくださった。他分野から来た筆者を最後まで、厳しくかつ丁寧にご
指導くださった上、学位論文の審査では主査を務めていただき、なおかつ、本書
の出版に関しても仲介の労をとっていただいた。心から感謝を申し上げたい。
横溝功先生には、対象事例を客観的かつ普遍的な視点で捉え課題に接近する方
法をご指導いただくとともに、新しい知見に熱意をもって取り組む姿勢を示して
いただいた。また、初めて研究室を訪れた日以来、常に温かい励ましと的確なご
助言をいただいた。学位論文の審査では、副査を務めていただいた。ここに深く
感謝申し上げたい。
また、駄田井久先生（岡山大学大学院環境生命科学研究科准教授）からは、学
会報告などを通して多くのご教示を賜り、学位論文の審査では、副査を務めてい
ただいた。記して感謝を申し上げたい。
そして、食料生産システム管理学研究室の同輩である坂知樹氏（現一般社団法
人長野県農協地域開発機構研究員）をはじめ、後輩の皆様には、ゼミを通じて有
益なご助言をいただいた。心からお礼申し上げたい。
さらに、筆者が働きながら研究を続けることを強く後押ししてくださった多田
幹郎先生（岡山大学名誉教授）、森惠子先生（中国学園大学現代生活学部教授）、
学部、修士課程においてご指導をいただき、現在も研究者として筆者の手本とな
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り続ける清原昭子先生（中国学園大学現代生活学部准教授）には、心から感謝申
し上げたい。また、前職場である中国短期大学、現在勤務する中国学園大学の皆
様には、特段のご配慮とご支援をいただいた。心より感謝の意を表したい。な
お、本書の出版を引き受けていただいた大学教育出版の佐藤守氏にもお礼を述べ
たい。
なにより本研究は多くの事例分析や、アンケート調査なしには完成しなかっ
た。本調査に協力してくださった病院管理栄養士・栄養士の皆様、厚生連職員の
皆様、JA職員の皆様、仲卸業者・小売店の皆様のおかげである。ご協力を賜っ
たおひとりおひとりの名前をあげることはできないが、活動や意見に触れること
ができたおかげで、本研究が一つの成果となった。衷心から感謝申し上げたい。
筆者は、まだまだ未熟であり、本書を書き下ろすことには、不安がある。しか
しながら、本研究が、地産地消研究の一部となり、わずかでもその活動へ寄与す
ることができればと切に願っている。また、これから研究者として、管理栄養士
として、いかに「食と農」の持続・発展に貢献できるのか、常に自問自答しなが
ら、研究を続けていきたいと改めて感じている。最後に、研究を続ける娘を温か
く見守ってくれた両親と家族に心から感謝し、今後一層精進し続けることを誓い
たい。
なお、本書には平成 24年度JA研究奨励費助成対象研究による研究成果の一
部が含まれている。

2014年 12月
大宮めぐみ
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